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存在論的デフレ主義を再考する

序
近
年
の
分
析
形
而
上
学
に
お
け
る
存
在
論
研
究
は
、
し
だ
い
に
メ
タ
レ
ベ
ル
の
考
察
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
（C

halm
ers et al. （eds.

） 2009

）。

こ
の
こ
と
は
、
二
〇
世
紀
の
半
ば
に
「
再
興
」
し
た
現
代
の
存
在
論
が
、
あ
る
成
熟
期
に
到
達
し
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
き
た
方
法
論
の
自
明
性
が
揺
ら
ぎ
始
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
実
際
、
存
在
論
の
方
法
を
め
ぐ
る
昨
今
の
議
論
は
、
標

準
的
な
枠
組
み
（
ク
ワ
イ
ン
的
メ
タ
存
在
論
）
と
、
そ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
い
く
つ
か
の
枠
組
み
（
非
ク
ワ
イ
ン
的
メ
タ
存
在
論
）
と
の
対
立
の

構
図
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

本
稿
は
、「
非
ク
ワ
イ
ン
的
」
と
称
す
る
メ
タ
存
在
論
の
中
で
も
と
り
わ
け
、「
存
在
の
問
い
は
世
界
の
構
造
に
関
す
る
実
質
的
な
問
い
で
は
な

い
」
と
説
く
存
在
論
的
デ
フ
レ
主
義
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て
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在
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シ
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分
さ
れ
る
（H

irsch 2011;  T
hom

asson 2015

）。
前
者
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
存
在
論
的
論
争
は
た
ん
な
る
「
言
葉
づ
か
い
に
関
す
る
論
争
」（verbal 

dispute

）
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
、
後
者
に
よ
れ
ば
、
存
在
の
問
い
は
決
し
て
難
し
い
問
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
簡
単
な
」
仕
方
で
解
決
可
能
だ

と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
立
場
は
、
と
も
に
カ
ル
ナ
ッ
プ
の
洞
察
に
着
想
を
得
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
し
ば
し
ば
「
新
カ
ル
ナ
ッ
プ
主
義
」

（neo-C
arnapianism

）
と
も
称
さ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
昨
今
の
デ
フ
レ
主
義
者
た
ち
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル

な
論
証
に
訴
え
ず
と
も
、
彼
ら
の
目
的
―
深
遠
な
（deep

）
問
い
と
し
て
の
「
存
在
の
問
い
」
を
否
定
す
る
こ
と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
あ
る
種

の
「
常
識
存
在
論
」
を
擁
護
す
る
こ
と
―
は
十
分
に
達
成
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
が
支
持
す
る
、
よ
り
穏
健
な
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
（「
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」）
の
輪
郭
を
素
描
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
、
通
常
の
意
味
で
解
さ
れ
た
ク
ワ
イ
ン
の
「
標
準
的
メ
タ
存
在
論
」
を
概
説
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
対
す
る
異
論
を
紹
介
す
る
。

続
く
第
二
節
と
第
三
節
で
は
、
と
り
わ
け
ク
ワ
イ
ン
的
な
理
論
選
択
の
方
法
に
異
議
を
唱
え
る
二
つ
の
デ
フ
レ
主
義
、
す
な
わ
ち
量
化
子
変
動
の

理
論
と
イ
ー
ジ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
最
後
の
第
四
節
に
お
い
て
、
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
性
に
訴
え
な
い
「
実
践
的

デ
フ
レ
主
義
」
の
可
能
性
を
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
事
例
を
用
い
な
が
ら
模
索
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
節
　
標
準
的
メ
タ
存
在
論

今
日
の
分
析
哲
学
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
現
代
存
在
論
の
創
始
者
は
他
な
ら
ぬ
ク
ワ
イ
ン
で
あ
る
。
現

象
学
の
伝
統
を
も
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
は
若
干
の
留
保
が
付
く
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
分
析
哲
学
に
お
い
て
、「
存
在

論
」
と
い
う
言
葉
を
復
活
さ
せ
、
そ
の
基
本
と
な
る
課
題
と
方
法
を
定
め
た
の
は
誰
あ
ろ
う
ク
ワ
イ
ン
で
あ
る
。
彼
が
設
定
し
た
課
題
と
方
法
（
こ

れ
を
「
標
準
的
メ
タ
存
在
論
」
と
呼
ぼ
う
）
は
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



─ 3 ─

存在論的デフレ主義を再考する

存
在
論
の
課
題　
「
何
が
存
在
す
る
の
か
？
」（‘W

hat is there? ’

）

存
在
論
の
方
法
①　

存
在
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
基
準
（criterion of ontological com

m
itm

ent

）

存
在
論
の
方
法
②　

理
論
選
択
（theory choice

）

存
在
論
の
課
題
は
自
明
で
あ
る
の
か
。
今
日
、「
基
礎
づ
け
（grounding

）
の
理
論
」
を
構
築
す
る
論
者
ら
に
よ
れ
ば
、
存
在
論
の
課
題
は
、

「
何
が
存
在
す
る
の
か
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
何
が
何
を
基
礎
づ
け
る
の
か
」（w

hat grounds w
hat?

）
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
で
あ
る

（Schaffer 2009

）。
彼
ら
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
存
在
論
（
形
而
上
学
）
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ
こ
で
は
性
質
や
数
が
存
在
す
る
か
否
か
と

い
っ
た
問
い
は
さ
し
て
重
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に

0

0

0

0

0

（how

）
存
在
す
る
の
か
と
い
う
問
い
こ
そ
が
中
心
的
で
あ
っ
た
と
言

う
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
存
在
論
で
は
も
っ
と
も
基
礎
的
な
も
の
（
実
体
）
か
ら
、
そ
の
他
の
存
在
者
が
ど
の
よ
う
に
派
生
す
る
の
か
と
い
う

問
題
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ク
ワ
イ
ン
の
課
題
設
定
は
必
ず
し
も
自
明
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

ク
ワ
イ
ン
的
課
題
に
答
え
る
た
め
の
方
法
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
の
「
存
在
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
基
準
」
で
あ
る
。
こ
の

基
準
は
「
存
在
す
る
と
は
変
項
の
値
で
あ
る
こ
と
だ
」
と
い
う
標
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
以
下
の
一
連
の
手
続
き
の
中
で

そ
の
役
割
を
果
た
す
。

（
i
）
わ
れ
わ
れ
が
承
認
す
る
最
良
の
（
科
学
）
理
論
を
構
成
す
る
文
を
一
階
述
語
論
理
の
言
語
に
翻
訳
せ
よ
。

（
ii
）
量
化
構
造
を
明
示
化
し
た
そ
の
翻
訳
か
ら
存
在
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
取
り
出
せ
。

（
iii
）
当
該
の
理
論
（
な
い
し
文
）
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
対
象
の
存
在
を
認
め
よ
。

こ
う
し
た
手
続
き
は
、
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
の
手
法
を
伴
っ
て
、
多
く
の
存
在
論
者
た
ち
に
方
法
論
上
の
指
針
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
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昨
今
の
虚
構
主
義
や
マ
イ
ノ
ン
グ
主
義
か
ら
の
異
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
自
明
視
さ
れ
る
方
法
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る）

2
（

。

ク
ワ
イ
ン
的
方
法
の
②
は
「
理
論
選
択
」
と
い
う
言
葉
で
要
約
さ
れ
る
。「
私
の
考
え
で
は
、
あ
る
存
在
論
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ

る
科
学
理
論
、
た
と
え
ば
、
物
理
学
の
体
系
を
わ
れ
わ
れ
が
受
け
入
れ
る
こ
と
と
、
原
理
的
に
同
様
で
あ
る
」（Q

uine 1963:  16;  

邦
訳
二
四
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
ク
ワ
イ
ン
は
、
存
在
論
が
科
学
理
論
と
同
様
の
仕
方
で
選
択
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
考
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
存
在
論
が
一
群
の
理

論
的
美
徳
（
単
純
性
、
説
明
力
、
経
験
と
の
適
合
性
な
ど
）
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
ゆ
え
に
存
在
の
問
い
は
「
真
面
目
」
な
問
い

で
あ
り
、
一
定
の
仕
方
で
解
決
可
能
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
こ
う
し
た
理
論
選
択
が
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
基
準
と
と
も
に
、
多
く
の
存
在

論
者
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
標
準
的
方
法
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

本
稿
で
議
論
の
俎
上
に
の
せ
る
「
非
ク
ワ
イ
ン
的
メ
タ
存
在
論
」
は
、
こ
の
理
論
選
択
の
方
法
と
そ
の
含
意
に
疑
問
を
呈
し
、
存
在
の
問
い
を

実
質
的
な
問
い
と
見
な
さ
な
い
立
場
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
は
「
存
在
論
的
デ
フ
レ
主
義
」（ontological deflationism

）
と
呼
ば
れ
る）

3
（

。
次
節

で
は
、
現
代
の
議
論
の
中
で
最
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
デ
フ
レ
主
義
、
す
な
わ
ち
ハ
ー
シ
ュ
の
量
化
子
変
動
の
理
論
に
つ
い
て
、
続
く
第
三
節
で

は
ト
マ
ソ
ン
の
イ
ー
ジ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。

第
二
節
　
量
化
子
変
動
の
理
論

ハ
ー
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
存
在
論
的
論
争
の
多
く
は
言
葉
に
関
す
る
論
争
で
あ
る
。「
言
葉
に
関
す
る
論
争
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
以
下
で

は
、
メ
レ
オ
ロ
ジ
ス
ト
と
反
メ
レ
オ
ロ
ジ
ス
ト
と
の
論
争
、
と
り
わ
け
メ
レ
オ
ロ
ジ
ー
的
和
（m

ereological sum

）
の
存
在
を
主
張
す
る
論
者
と

そ
れ
を
否
定
す
る
論
者
と
の
論
争
に
即
し
て
、
そ
の
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
両
者
の
主
張
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。

（
Ｍ
）
ク
リ
ン
ト
ン
の
鼻
と
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
か
ら
成
る
も
の
が
存
在
す
る
。（∃

ｘ

（ｘ
は

ク
リ

ン
ト

ン
の

鼻
か

ら
成

る
＆

 ｘ
は

エ
ッ

フ
ェ

ル
塔

か



─ 5 ─

存在論的デフレ主義を再考する
ら

成
る

））

（
Ｎ
）
ク
リ
ン
ト
ン
の
鼻
と
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
か
ら
成
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。（
￢∃

ｘ

（ｘ
は

ク
リ

ン
ト

ン
の

鼻
か

ら
成

る
＆

 ｘ
は

エ
ッ

フ
ェ

ル

塔
か

ら
成

る

））

文
字
通
り
に
と
れ
ば
、
メ
レ
オ
ロ
ジ
ス
ト
の
主
張
（
Ｍ
）
と
反
メ
レ
オ
ロ
ジ
ス
ト
の
主
張
（
Ｎ
）
は
互
い
に
両
立
不
可
能
で
あ
る
。
一
方
が
真

で
あ
れ
ば
、
他
方
は
偽
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
ハ
ー
シ
ュ
は
、（
Ｍ
）
と
（
Ｎ
）
が
両
立
可
能
で
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
（
Ｍ
）
は
メ
レ
オ

ロ
ジ
ス
ト
が
話
す
Ｍ
言
語
に
お
い
て
真
で
あ
り
、（
Ｎ
）
は
反
メ
レ
オ
ロ
ジ
ス
ト
が
話
す
Ｎ
言
語
に
お
い
て
真
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

答
え
は
単
純
で
あ
る
。
Ｍ
言
語
と
Ｎ
言
語
に
お
け
る
存
在
量
化
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
シ
ュ
が
自
ら
の
理
論

を
「
量
化
子
変
動
」
の
理
論
と
呼
ぶ
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
の
理
論
で
は
、「
文
脈
的
に
制
限
さ
れ
た
量
化
子
」（contextually restricted quantifiers

）
で
は
な
く
、「
意
味
論
的
に
制
限
さ
れ
た
量
化

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

子0

」（sem
antically restricted quantifiers

）
と
い
う
考
え
方
が
重
要
と
な
る
（H

irsch 2011:  154

）。
前
者
の
量
化
子
は
、
あ
る
文
脈
の
中
で
量

化
の
範
囲
を
制
限
す
る
（
普
段
の
会
話
に
お
け
る
「
ビ
ー
ル
が
な
い
」
は
「
こ
の
冷
蔵
庫
の
中
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ビ
ー
ル
が
な
い
」
と
い
う
制
限
量
化
と
し
て

理
解
さ
れ
る
）
の
に
対
し
、
後
者
の
量
化
子
は
、
あ
る
言
語
の
う
ち
に
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
意
味
論
的
規
則
に
よ
っ
て
量
化
の
範
囲
を

制
限
す
る
。
こ
う
し
た
（
意
味
論
的
）
仕
方
で
制
限
が
行
わ
れ
る
場
合
、
量
化
子
は
会
話
の
文
脈
と
い
っ
た
も
の
に
関
係
な
く
、
つ
ね
に
そ
の
範

囲
を
制
限
さ
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
例
で
言
え
ば
、
メ
レ
オ
ロ
ジ
ス
ト
が
話
す
Ｍ
言
語
は
「α
と
β
か
ら
成
る
も
の
が
存
在
す
る
の
は
、『
α
』
と

『
β
』
が
何
か
を
指
示
す
る
と
き
、
か
つ
そ
の
と
き
に
か
ぎ
る
」
と
い
う
意
味
論
的
規
則
を
も
つ
（ibid., 72

）。
こ
の
意
味
論
的
規
則
に
よ
っ
て
、

Ｍ
言
語
に
お
け
る
量
化
子
（
∃
）
が
束
縛
す
る
変
項
の
値
の
範
囲
が
定
ま
る
の
で
、（「
ク
リ
ン
ト
ン
の
鼻
」
も
「
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
」
も
指
示
表
現

で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
）
Ｍ
言
語
に
お
い
て
（
Ｍ
）
は
真
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
リ
ン
ト
ン
の
鼻
と
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
か
ら
成
る
メ
レ
オ
ロ
ジ
ー

的
和
は
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
反
メ
レ
オ
ロ
ジ
ス
ト
が
話
す
Ｎ
言
語
は
次
の
意
味
論
的
規
則
を
も
つ
。「α
と
β
か
ら
成
る
も
の
が
存
在
す
る
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の
は
、『
α
』
と
『
β
』
が
何
か
を
指
示
し
、
か
つ
そ
れ
ら
の
指
示
対
象
が
あ
る
特
別
な
仕
方
で
結
合
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
き
、
か
つ
そ
の
と
き
に
か
ぎ

る
」。
Ｎ
言
語
に
お
け
る
量
化
の
範
囲
は
、
こ
の
意
味
論
的
規
則
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
の
で
、（
ク
リ
ン
ト
ン
の
鼻
と
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
の
あ
い

だ
に
は
何
の
特
別
な
結
合
も
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
）、
Ｎ
言
語
に
お
い
て
（
Ｎ
）
は
真
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
量
化
子
の
意
味
は
、
各
言
語
が
も
つ

意
味
論
的
規
則
に
よ
っ
て
変
動
す
る
。
こ
れ
よ
り
、
多
く
の
存
在
論
的
論
争
は
、
量
化
子
の
意
味
が
一
義
的
で
あ
る
と
い
う
誤
謬

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
言
葉
に
関
す
る
論
争
に
す
ぎ
な
い
と
結
論
さ
れ
る
。

し
ば
し
ば
ハ
ー
シ
ュ
の
立
場
は
「
新
カ
ル
ナ
ッ
プ
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
、
ク
ワ
イ
ン
が
存
在

論
の
「
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
」
を
企
て
た
二
〇
世
紀
中
葉
に
、
存
在
論
の
問
い
は
、
世
界
の
構
造
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
言
語
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ク
に
関
す
る
問
い

0

0

0

0

0

0

0

に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
（C

arnap 1956

）。
存
在
論
の
問
い
は
、
科
学
の
問
い
と
同
様
の
仕
方
で
解
決
さ
れ
う
る
「
真
面
目

な
問
い
」
だ
と
説
く
ク
ワ
イ
ン
と
、
そ
れ
に
懐
疑
的
な
カ
ル
ナ
ッ
プ
と
い
う
対
立
の
構
図
が
正
し
け
れ
ば
、
量
化
子
変
動
の
理
論
は
、
明
ら
か
に

カ
ル
ナ
ッ
プ
の
側
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
ハ
ー
シ
ュ
自
身
は
、
言
語
相
対
主
義
者
で
も
言
語
観
念
論
者
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
「
異
な
る
言
語
を
用
い
る
者
は
異
な

る
世
界
に
住
む
」
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
「
存
在
す
る
も
の
は
言
語
に
依
存
す
る
」
と
い
う
見
解
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
（H

irsch 2011:101 -102

）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
は
常
識
存
在
論
（com

m
on sense ontology

）
の
強
力
な
擁
護
者
で
あ
り
、
改
訂
主
義
的
存

在
論
に
敵
対
す
る
立
場
に
立
つ
（H

irsch 2011:  C
h. 6 . “A

gainst R
evisionary O

ntology”

）。
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
、
量
化
子
変
動
の
理
論
の
テ
ー

ゼ
「
世
界
を
記
述
す
る
唯
一
の
特
権
的
な
存
在
論
的
言
語
は
な
い
」（ibid., xii

）
と
ど
う
折
り
合
い
が
つ
く
の
か
は
必
ず
し
も
明
白
と
は
言
え
な

い
。
な
ぜ
な
ら
こ
う
し
た
「
言
語
多
元
主
義
」
と
「
常
識
存
在
論
の
擁
護
」
と
の
あ
い
だ
に
は
埋
め
る
べ
き
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
ら
だ）

4
（

。
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第
三
節
　
イ
ー
ジ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ

近
年
ト
マ
ソ
ン
が
提
唱
す
る
「
イ
ー
ジ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
も
ま
た
ク
ワ
イ
ン
的
な
理
論
選
択
の
方
法
に
懐
疑
的
な
デ
フ
レ
主
義
の
立
場
と
し

て
知
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
は
、
存
在
の
問
い
が
「
イ
ー
ジ
ー
」
な
仕
方
で
解
答
可
能
で
あ
る
と
説
く
が
、
そ
れ
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
な
の

か
。ト

マ
ソ
ン
は
、
存
在
の
問
い
は
た
ん
な
る
概
念
分
析

0

0

0

0

、
あ
る
い
は
そ
れ
と
経
験
的
探
求
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
と
主
張
し
た

（T
hom

asson 2015

）。
こ
の
主
張
を
以
下
で
検
討
し
よ
う
。

初
期
段
階
の
イ
ー
ジ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、
存
在
主
張
の
真
理
条
件
は
、「
存
在
す
る
」（exist

）
と
い
う
語
、
お
よ
び
種
名
辞
〈
Ｋ
〉

の
使
用
規
則
か
ら
理
解
さ
れ
る）

5
（

。
ト
マ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
存
在
主
張
に
つ
い
て
次
の
図
式
（
Ｅ
）
が
成
り
立
つ
（T

hom
asson 2008

）。

（
Ｅ
）
Ｋ
は
存
在
す
る

⇔

〈
Ｋ
〉
は
指
示
す
る
（K

s exist 

⇔ * K*  refers

）

こ
の
（
Ｅ
）
は
、
存
在
の
定
義
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
存
在
す
る
」
と
「
指
示
す
る
」
の
使
用
規
則
の
あ
い
だ
の
結
び
つ
き
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
る
。（
Ｅ
）
の
具
体
的
な
イ
ン
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
「
犬
は
存
在
す
る

⇔

〈
犬
〉
は
指
示
す
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
犬
が
存
在
す

る
の
は
、〈
犬
〉
と
い
う
名
辞
が
指
示
的
で
あ
る
と
き
、
か
つ
そ
の
と
き
に
限
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
ス
タ
ン
ス
に
異
議
を
唱
え
る
人
は
ほ
ぼ
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
犬
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〈
犬
〉
が
指
示
的
で
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
は
奇
妙
で
あ
り
、
そ
の

逆
も
然
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
主
張
を
す
る
者
は
「
存
在
す
る
」
の
使
用
規
則
と
「
指
示
す
る
」
の
使
用
規
則
と
の
結
び

つ
き
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
種
名
辞
〈
Ｋ
〉
が
指
示
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
な
の
か
。
ト
マ
ソ
ン
は
こ
れ
を
〈
Ｋ
〉
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の
適
用
規
則

0

0

0

0

（application conditions

）
に
訴
え
て
説
明
す
る
。

（
Ｒ
）〈
Ｋ
〉
は
指
示
す
る

⇔

〈
Ｋ
〉
の
適
用
条
件
は
充
足
さ
れ
る

〈
Ｋ
〉
の
適
用
条
件
と
は
、〈
Ｋ
〉
が
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
正
し
く
適
用
さ
れ
る
の
か
（
あ
る
い
は
誤
っ
て
適
用
さ
れ
る
の
か
）
を
決
定

す
る
規
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
話
し
手
た
ち
が
、
様
々
な
状
況
に
お
い
て
〈
Ｋ
〉
を
適
用
す
る
ま
た
は
拒
否
す
る
規
範
的
な
実
践
を
通
じ
て
確
立

さ
れ
る
意
味
論
的
な
使
用
規
則
で
も
あ
る
（ibid., 67

）。〈
像
〉
と
い
う
名
辞
を
例
に
と
ろ
う
。〈
像
〉
の
適
用
条
件
が
充
足
さ
れ
る
と
は
い
か
な

る
こ
と
か
。
大
雑
把
に
言
え
ば
、〈
像
〉
の
適
用
条
件
は
、
人
に
よ
っ
て
意
図
的
に
形
を
整
え
ら
れ
た
物
質
の
塊
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
条
件
は
充
足
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、（
Ｒ
）
よ
り
、〈
像
〉
は
指
示
を
行
う
。
し
た
が
っ
て
、（
Ｅ
）
よ
り
、
像
は
存
在
す
る

0

0

0

0

0

0

と
い

う
結
論
が
導
か
れ
る
。

イ
ー
ジ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
常
識
存
在
論
を
そ
の
一
部
と
す
る
寛
容
な
存
在
論
を
帰
結
す
る
が
、
決
し
て
「
何
で
も
あ
り
」
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
〈
Ｋ
〉
の
適
用
条
件
が
充
足
さ
れ
な
い

0

0

0

0

事
例
を
用
い
て
示
そ
う
。〈
魔
女
〉
と
い
う
名
辞
の
適
用
条
件
と
は
、
悪
魔
と
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
超
自
然
的
な
力
を
授
け
ら
れ
た
女
性
が
存
在
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
当
然
、
そ
う
し
た
力
を
も
つ
女
性
は
い
な
い
の

で
、〈
魔
女
〉
の
適
用
条
件
は
充
足
さ
れ
ず
、
ゆ
え
に
指
示
に
失
敗
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、（
Ｅ
）
よ
り
、
魔
女
は
存
在
し
な
い
。
同
様
の
こ

と
が
、〈
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
〉
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
（ibid., 74 -75
）。

こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。
ま
ず
は
概
念
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
は
〈
像
〉
や
〈
魔
女
〉
の
適
用
条
件
を
明
示
化
す
る
作
業
だ
と
言
い

換
え
て
も
よ
い
。
次
に
、
経
験
的
探
求
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
概
念
分
析
に
よ
っ
て
析
出
さ
れ
た
事
象
（
適
用
条
件
が
要
求
す
る
事
象
）
が
、

実
際
に
観
察
さ
れ
る
か
否
か
は
経
験
的
な
仕
方
で
決
定
さ
れ
る
。「
存
在
の
問
い
は
概
念
分
析
と
経
験
的
探
求
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
解
答
可

能
で
あ
る
と
い
う
」
ト
マ
ソ
ン
の
主
張
は
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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他
方
、
た
ん
な
る
概
念
分
析
だ
け
で
存
在
の
問
い
が
解
決
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
よ
り
近
年
の
イ
ー
ジ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
こ
う
し
た

方
法
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ト
マ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
存
在
の
問
い
に
関
す
る
「
デ
フ
レ
主
義
的
論
証
」
と
は
、
疑
い
の
余
地
の
な

い
主
張
か
ら
出
発
し
、
あ
る
「
接
続
原
理
」
を
経
て
、
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
仕
方
で
存
在
論
的
主
張
を
導
き
出
す
論
証
を
指
す
（T

hom
asson 2015

）。

た
と
え
ば
「
性
質
は
存
在
す
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
な
論
証
が
成
り
立
つ
と
さ
れ
る
。
①
そ
の
お
椀
は
青
い
。
②
x
は
F
で

あ
る
な
ら
ば
、
x
は
F
性
と
い
う
性
質
を
も
つ
。
ゆ
え
に
、
③
そ
の
お
椀
は
青
性
と
い
う
性
質
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
④
（
青
性
と
い
う
）
性

質
が
存
在
す
る
。
こ
の
論
証
は
、
疑
問
の
余
地
の
な
い
主
張
①
か
ら
出
発
し
、
接
続
原
理
②
を
介
し
て
、
派
生
的
主
張
③
を
導
き
、
最
終
的
に
、

性
質
に
関
す
る
存
在
論
的
主
張
④
を
結
論
す
る
。
こ
こ
で
は
「
概
念
的
真
理
」
と
も
称
さ
れ
る
②
が
争
点
と
な
り
う
る
が
、
日
常
的
な
言
語
実
践

に
参
加
し
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
、
②
を
認
め
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
お
椀
は
青
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
青
い
と
い
う
性
質
を
も
た
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
主
張
を
行
う
の
は
、「
性
質
」
と
い
う
語
（
先
ほ
ど

の
記
法
を
用
い
れ
ば
〈
性
質
〉）
の
使
用
規
則
を
知
ら
な
い
者
か
、
ま
た
は
わ
れ
わ
れ
の
言
語
実
践
に
埋
め
込
ま
れ
た
推
論
規
則
を
意
図
的
に
無
視

す
る
者
で
あ
ろ
う
。

イ
ー
ジ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
も
ま
た
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
の
洞
察
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
、
存
在
の
問
い
を
、

言
語
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
「
内
的
な
問
い
」
と
、
そ
れ
に
対
し
て
「
外
的
な
問
い
」
と
に
区
分
し
、
前
者
の
問
い
の
み
が
理
論
的
な
仕
方
で
（
カ

ル
ナ
ッ
プ
の
言
い
方
で
は
「
科
学
的
に
」）
解
答
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
た
と
え
ば
「
机
の
上
に
白
い
紙
き
れ
は
存
在
す
る
の
か
」
を
物
言
語
（the 

thing language

）
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
け
る
内
的
な
問
い
と
し
て
解
す
れ
ば
、
そ
れ
は
経
験
的
な
方
法
に
よ
っ
て
容
易
に
答
え
が
得
ら
れ
る
。

ま
た
、
自
然
数
を
指
示
す
る
語
彙
を
も
つ
言
語
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
用
し
、
そ
の
内
側
で
「
一
〇
〇
よ
り
も
大
き
い
素
数
は
存
在
す
る
の
か
」

と
問
う
と
き
、
そ
の
問
い
は
純
粋
に
論
理
的
な
仕
方
で
解
答
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
い
ず
れ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
か
ら
も
独
立
し
て
、「
物

は
存
在
す
る
の
か
」
や
「
数
は
存
在
す
る
の
か
」
と
問
う
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
外
的
問
い
に
は
科
学
的
な
仕
方
で
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
ぜ
か
と
言
え
ば
、「
科
学
的
な
意
味
で
実
在
的
で
あ
る
〔
存
在
す
る
〕
と
は
、
体
系
の
一
要
素
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
こ
の
概
念
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〔
実
在
性
・
存
在
〕
を
有
意
味
な
仕
方
で
体
系
そ
れ
自
体
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（C

arnap 1956:207;  

邦
訳
二
五
六
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
問
い
を
特
定
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
用
し
た
う
え
で
、
そ
の
内
側
に
お
け
る
内
的
問
い
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
物
言
語
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
用
す
れ
ば
、「
物
は
存
在
す
る
」
と
い
う
答
え
が
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
に
（
分
析
的
に
）
得
ら
れ
、

数
言
語
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採
用
す
れ
ば
、「
数
は
存
在
す
る
」
と
い
う
答
え
が
同
様
の
か
た
ち
で
得
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の

答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
当
該
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
空
で
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。

ト
マ
ソ
ン
の
戦
略
は
、
日
常
言
語
を
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
採
用
し
た
う
え
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、（
そ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
内
で
表
現
さ
れ
た
）
存
在
の
問
い

を
「
内
的
問
い
」
と
し
て
扱
う
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
そ
う
し
た
戦
略
を
と
れ
ば
、
存
在
の
問
い
は
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
に
解
答
可
能
で

あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
た
と
え
そ
れ
が
エ
レ
ガ
ン
ト
で
あ
る
と
し
て
も
、「
な
ぜ
日
常
言
語
な
の
か
」
と
い
う
言
語
の
選
択
の
問
題
は
、

ハ
ー
シ
ュ
の
理
論
に
お
い
て
と
同
様
、
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

第
四
節
　
デ
フ
レ
主
義
と
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ

わ
れ
わ
れ
は
第
二
節
と
第
三
節
に
お
い
て
、
二
つ
の
デ
フ
レ
主
義
を
検
討
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
何
ら
か
の
仕
方
で
カ
ル
ナ
ッ
プ
の
見
解
に
結

び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
デ
フ
レ
主
義
者
た
ち
の
目
的
―
存
在
の
問
い
の
深
遠
さ
を
否
定
す
る
（
か
つ
、

返
す
刀
で
常
識
存
在
論
を
擁
護
す
る
）
と
い
う
目
的
―
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、「
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
性
」
に
訴
え
る
方
法
し
か
な
い
の
か
。
た
し

か
に
ハ
ー
シ
ュ
の
次
の
言
葉
は
、
現
代
の
存
在
論
的
論
争
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
く
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
魅
力
的
に
響
く
だ
ろ
う
。

改
訂
主
義
者
た
ち
は
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
問
い
が
滑
稽
な
ほ
ど
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
で
あ
る
と
き
に
も
、
そ
れ
ら
が
哲
学
的
に
深
遠
な
問
い
で

あ
り
、
こ
み
入
っ
た
理
論
的
論
争
を
招
く
と
い
う
幻
想
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。「
テ
ー
ブ
ル
が
存
在
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
」、「
自
動
車
は
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存在論的デフレ主義を再考する

タ
イ
ヤ
を
交
換
し
て
も
同
一
の
も
の
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」、「
二
つ
の
も
の
が
第
三
の
も
の
を
組
成
し
な
い
こ
と
は
可
能

で
あ
る
の
か
」
―
こ
う
し
た
問
い
へ
の
唯
一
の
分
別
の
あ
る
答
え
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
も
ち
ろ
ん
可
能
だ
。
い
っ
た
い
君
は
何
を
言
っ

て
い
る
ん
だ
」。
こ
う
し
た
や
り
方
で
問
い
を
退
け
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
ま
っ
た
く
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の

問
い
を
構
成
す
る
語
と
概
念
の
理
解
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
一
部
で
あ
る
」（H

irsch 2011:  102

）。

わ
れ
わ
れ
は
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
こ
う
し
た
や
り
方
に
満
足
で
き
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
第
一
に
、
存
在
論
的
問
い
の
深
遠
さ
を
否
定
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
別
の
よ
り
穏
健
で
説
得
的
な
方
法

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
問
い
（
な
い
し
そ
れ
に
類
似
す

る
問
い
）
の
中
に
は
、
彼
ら
が
言
う
ほ
ど
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
に
は
見
え
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
も
含
ま
れ
る
か
ら
だ
。
こ
こ
で
は
主
に
第
一
の
点
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。（
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
本
節
の
最
後
で
短
く
論
じ
る
。）

先
述
の
よ
う
に
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
存
在
の
問
い
を
「
内
的
問
い
」
と
「
外
的
問
い
」
と
に
区
分
し
、
前
者
の
み
が
理
論
的
な
仕
方
で
解
答
可
能

で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
外
的
問
い
は
無
意
味
な
問
い
と
し
て
完
全
に
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ル
ナ
ッ
プ
自
身
は
、
外
的

問
い
が
「
問
題
含
み
の
性
格
を
も
つ
」
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
言
語
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
選
択
に
関
わ
る
実
践
的

0

0

0

な
問
い
と
し
て
位
置
づ
け

よ
う
と
し
た
（C

arnap 1956:  206;  

邦
訳
二
五
五
頁
）。
つ
ま
り
外
的
問
い
は
、
ど
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
選
択
す
る
の
か
と
い
う
決
定

0

0

（decision

）

に
関
す
る
問
い
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
た
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
現
代
の
カ
ル
ナ
ッ
プ
主
義
者
た
ち
は
、「
ク
ワ
イ
ン
的
枠
組
み
か
ら
の
脱
却
」
を
強

調
す
る
あ
ま
り
、
意
図
的
に
等
閑
視
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
「
物
言
語
」
と
「
現
象
主
義
的
言
語
」
と
の
対
立
を
念
頭
に
置

き
つ
つ
、
前
者
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
選
択
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

物
言
語
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
決
定
そ
れ
自
体
は
認
識
的
な
性
格
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
通
常
は
理
論
的
知
識
の
影
響
を
受

け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。〔
・
・
〕
物
言
語
を
使
用
す
る
こ
と
の
効
率
性
（efficiency
）、
効
力
（fruitfulness

）、
単
純
性
（sim

plicity

）
は
そ
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の
決
定
因
子
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
性
質
に
関
す
る
問
い
は
た
し
か
に
理
論
的
な
性
格
を
も
つ
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
問
い
を
実
在
論
の
問
い
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
で
答
え
る
問
い
で
は
な
く
、
程
度
を
許

容
す
る
問
い
で
あ
る
（C

arnap 1956:  208;  

邦
訳
二
五
七
頁
）。

カ
ル
ナ
ッ
プ
は
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
決
定
を
、
理
論
的
な
問
題
で
は
な
く
、
た
ん
に
実
践
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
そ

こ
で
用
い
ら
れ
る
「
効
率
性
」
や
「
単
純
性
」
と
い
っ
た
基
準
が
理
論
的
な
性
格
を
も
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
む
ろ
ん
カ
ル
ナ
ッ
プ
も
言
う
よ

う
に
、
そ
う
し
た
「
理
論
的
美
徳
」
に
も
と
づ
く
決
定
は
「
程
度
を
許
容
す
る
」
も
の
で
あ
る
。「『
物
言
語
の
効
率
性
と
い
う
事
実
が
、
物
の
世

界
の
実
在
性
の
確
証
す
る
』
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
は
『
こ
の
事
実
は
物
言
語
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
望
ま
し
く
（advisable

）
す
る
』

と
言
う
べ
き
で
あ
る
」（idem

.

）
と
述
べ
る
と
き
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
う
述
べ
る
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
本
当
に
ク
ワ
イ
ン

と
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
は
見
え
な
い
。
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
ク
ワ
イ
ン
流
の
「
理
論
選
択
」
と
の
類
似
性
が
見
て
取
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
デ
フ
レ
主
義
を
「
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
と
づ
く
デ
フ
レ
主
義
」（「
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
デ
フ
レ
主
義
」）
と
「
実
践
的

ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
と
づ
く
デ
フ
レ
主
義
」（「
実
践
的
デ
フ
レ
主
義
」）
と
に
区
分
し
、
後
者
の
立
場
を
支
持
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
こ
の
立
場

は
、
外
的
問
い
に
つ
い
て
カ
ル
ナ
ッ
プ
が
指
摘
し
た
「
実
践
」（
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
選
択
・
決
定
）
と
の
親
和
性
を
も
ち
、
ゆ
え
に
ク
ワ
イ
ン
の

標
準
的
方
法
の
枠
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
で
穏
健
な
立
場
で
あ
る）

6
（

。
ま
た
、
そ
れ
は
常
識
存
在
論
を
よ
り
自
然
な

仕
方
で
擁
護
す
る
方
法
で
も
あ
る
。

こ
の
立
場
の
概
略
を
、
信
念
や
欲
求
と
い
っ
た
命
題
的
態
度
の
存
在
問
題
に
即
し
て
素
描
し
て
み
た
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ネ
ッ

ト
は
、
命
題
的
態
度
を
自
己
や
他
者
に
帰
属
さ
せ
る
わ
れ
わ
れ
の
実
践
（
素
朴
心
理
学
）
か
ら
出
発
し
、
心
の
解
明
を
行
お
う
と
し
た
。
な
ぜ
こ

う
し
た
戦
略
（
志
向
ス
タ
ン
ス
）
が
、
脳
科
学
（
物
理
ス
タ
ン
ス
）
の
戦
略
と
並
ん
で
、
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
行
為
者
の
行
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存在論的デフレ主義を再考する

動
の
説
明
と
予
測
に
際
し
て
効
率
的
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
志
向
ス
タ
ン
ス
の
戦
略
を
支
持
す
る
存
在
論
者
で
あ
れ
ば
、「
信
念
は
存
在
す

る
の
か
」、「
欲
求
は
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う
存
在
の
問
い
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
に
違
い
な
い
。「
も
ち
ろ
ん
存
在
す
る
。
な
ぜ
か
っ

て
？
進
化
の
過
程
で
人
間
が
獲
得
し
、
大
多
数
の
人
が
幼
児
期
に
習
得
す
る
『
心
の
理
論
』、
す
な
わ
ち
素
朴
心
理
学
は
、『
信
じ
る
』
や
『
欲
す

る
』
と
い
う
語
彙
を
含
み
、
そ
れ
ら
の
語
彙
を
用
い
た
命
題
は
（
多
く
の
場
面
で
真
で
あ
り
）、
人
々
の
ふ
だ
ん
の
行
動
の
説
明
や
予
測
に
成
功
し

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
々
の
行
動
を
、
物
体
の
ふ
る
ま
い
と
し
て
法
則
的
に
説
明
・
予
測
す
る
物
理
ス
タ
ン
ス
よ
り
も
ず
っ
と
効
率
的

で
あ
る）

7
（

」。
こ
う
し
た
回
答
を
行
う
存
在
論
者
は
、「
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
性
」
に
訴
え
て
「
も
ち
ろ
ん

0

0

0

0

信
念
や
欲
求
は
存
在
す
る
」
と
主
張
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
あ
る
命
題
―
「
ミ
ノ
ル
は
、
妻
に
バ
ラ
を
贈
り
た
い
と
い
う
欲
求
を
も
ち
、
か
つ
そ
の
花
屋
に
行
け
ば
バ

ラ
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
花
屋
に
行
っ
た
の
だ
」
―
が
、
ミ
ノ
ル
の
行
動
を
合
理
的
に
説
明
す
る
理

論
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
命
題
は
信
念
と
欲
求
の
存
在
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
が
ゆ
え
に
、「
も
ち
ろ
ん
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
存
在

論
者
は
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
。「
ポ
イ
ン
ト
は
『
信
念
』
や
『
欲
求
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
か
否
か
で
は
な
い

0

0

0

0

。
そ

れ
は
存
在
論
の
標
準
的
方
法
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
導
か
れ
る
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
が
い
っ
た
い
何
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
の

か
と
い
う
問
題
で
あ
る）

8
（

」。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
者
に
と
っ
て
、「
存
在
の
問
い
」
は
深
遠
な
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
が
哲
学
的
探
求
の

中
で
果
た
す
役
割
は
比
較
的
小
さ
な
も
の
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
ハ
ー
シ
ュ
や
ト
マ
ソ
ン
の
議
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
極
端
な
デ
フ
レ
主

義
的
態
度
を
取
ら
ず
と
も
、
存
在
の
問
い
へ
の
「
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
採
用
す
れ
ば
、
デ
フ
レ
主
義
の
目
的
は
十
分
に
達
成
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
（
心
的
態
度
の
存
在
を
含
む
）
常
識
存
在
論
を
帰
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
帰
結
自
体
に
ハ
ー
シ
ュ
も
ト
マ

ソ
ン
も
異
論
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
既
存
の
デ
フ
レ
主
義
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
心
的
態
度
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
言
語

0

0

）
実
践
を
重
く

0

0

0

0

0

見
る
の
か

0

0

0

0

に
つ
い
て
、（
い
ざ
求
め
ら
れ
れ
ば
）
根
拠
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
つ
だ
け
補
足
し
て
お
こ
う
。
先
の
議
論
で
は
素
朴
心
理
学
を
「
最
良
の
理
論
」
の
一
つ
と
見
な
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
節
で
挙
げ
た
存

在
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
基
準
に
関
す
る
「
手
続
き
」
の
（
ｉ
）
か
ら
、
括
弧
に
入
れ
て
お
い
た
「
科
学
」
を
削
除
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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な
ぜ
な
ら
、
素
朴
心
理
学
は
科
学
理
論
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
生
活
実
践
」
に
根
差
し
た
理
論
で
あ
る
か
ら
だ）

9
（

。（
こ
の
点
に
お
い
て
、
わ
れ

わ
れ
は
正
統
的
な
ク
ワ
イ
ン
主
義
者
で
は
な
い
。）
同
様
の
こ
と
は
、「
素
朴
物
理
学
」（naïve physics

）
に
つ
い
て
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
と
い
っ
た
日
常
的
対
象
の
存
在
を
め
ぐ
る
問
い
は
、
科
学
理
論
と
は
言
い
難
い
素
朴
物
理
学
を
「
最
良
の
理
論
」
の
一
つ
と
見
な
す

こ
と
で
―
ハ
ー
シ
ュ
や
ト
マ
ソ
ン
と
は
異
な
る
仕
方
で
―
解
決
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
「
実
践
的
デ
フ
レ
主
義
」
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
念
の
目
が
向
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
実
践
に
も
と

づ
く
『
理
論
』
が
あ
る
目
的
に
と
っ
て
有
用
で
あ
り
効
率
的
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
君
た
ち
の
実
践
は
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
誤
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」。
こ
の
種
の
反
論
は
、
デ
フ
レ
主
義
者
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
正
統
的
な
ク
ワ
イ
ン
主
義
者
や
改
訂
主
義
者
か
ら
提
出

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
応
答
し
た
い
。「
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
微
細
な
粒
子
か
ら
成
る
」
や
「
心
的
状

態
は
す
べ
て
脳
の
物
理
的
状
態
で
あ
る
」
と
い
っ
た
科
学
あ
る
い
は
形
而
上
学
の
テ
ー
ゼ
が
た
と
え
真
だ
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
テ
ー
ブ
ル
や

信
念
の
存
在
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
わ
れ
わ
れ
の
実
践
を
覆
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
応
答
の
仕
方
は
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
が
「
自
由
と
怒
り
」
の
中
で
表

明
し
た
態
度
と
類
似
性
を
も
つ
（
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン2010

）。
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
が
同
論
文
の
中
で
、
道
徳
的
責
任
の
問
題
を
、
決
定
論
に
関
す
る
形
而

上
学
的
問
題
か
ら
切
り
離
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
対
人
関
係
の
中
で
示
す
「
反
応
的
態
度
」

（
怒
り
や
感
謝
な
ど
）
が
、
他
人
を
道
徳
的
責
任
の
主
体
と
し
て
捉
え
る
実
践
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
実
践
は
、
決
定
論
―
自
由

意
志
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
徳
的
責
任
の
存
在
も
否
定
す
る
形
而
上
学
理
論
―
の
テ
ー
ゼ
が
た
と
え
真
だ
と
し
て
も
、
ひ
っ
く
り
返
さ

れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
最
終
的
に
、
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
こ
う
し
た
実
践
の
「
強
固
さ
」
に
も
と
づ
く
論
証
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
補
完
さ
れ
た
実
践
的
デ
フ
レ
主
義
は
、
通
常
の
意
味
で
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
（
有
効
性
や
効
率
性
に
も
と
づ

く
理
論
選
択
）
を
含
む
だ
け
で
な
く
、
必
ず
し
も
選
択
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

実
践
が
存
在
論
を
制
約
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
立
場

と
な
る）

（1
（

。

最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
が
既
存
の
デ
フ
レ
主
義
者
た
ち
に
向
け
た
第
二
の
反
論
―
「
存
在
の
問
い
」
の
中
に
は
、
彼
ら
が
考
え
る
ほ
ど
ト
リ
ヴ
ィ
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存在論的デフレ主義を再考する

ア
ル
に
は
見
え
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
―
に
つ
い
て
一
言
だ
け
述
べ
て
お
き
た
い
。「
個
々
人
た
ち
に
加
え
て
社
会
的
集
団
（social group

）
は

存
在
す
る
の
か
」、
さ
ら
に
は
「
集
団
の
信
念
や
意
図
は
存
在
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
は
、
論
争
的
な
性
格
を
も
ち
、
社
会
科
学
の
哲
学
の
中

で
な
お
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
社
会
科
学
に
お
け
る
モ
デ
ル
は
こ
れ
ら
の
問
い
に
ど
う
答
え
る
か
に
応
じ
て
変
動
し
う
る
。
た
と
え
ば
後
者

の
問
い
に
「
ノ
ー
」
と
答
え
る
者
と
「
イ
エ
ス
」
と
答
え
る
者
と
で
は
、
あ
る
集
団
の
行
動
を
説
明
・
予
測
す
る
た
め
に
用
い
る
モ
デ
ル
が
異
な

る
だ
ろ
う）

（（
（

。
エ
プ
ス
テ
イ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
欠
陥
を
も
つ
存
在
論
は
欠
陥
を
も
つ
科
学
に
至
る
」（B

ad ontology leads to bad science

）

と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
問
い
は
、
世
界
の
適
切
な
モ
デ
ル
化
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
―
た
と
え
深
遠
で
は
な
い
と
し
て
も

―
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
仕
方
で
片
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い）

（1
（

。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
既
存

の
デ
フ
レ
主
義
よ
り
も
説
得
的
な
仕
方
で
存
在
の
問
い
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
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註

（
1
）	

こ
こ
で
言
う
「
存
在
の
問
い
」（existence questions

）
と
は
、
一
般
的
に
は
「
世
界
に
は
い
っ
た
い
何
が
存
在
す
る
の
か
」、
個
別
的
に
は
「
性
質
は

存
在
す
る
の
か
」、「（
複
合
的
な
）
物
は
存
在
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
無
限
定
の

0

0

0

0

問
い
を
指
す
。
後
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
カ
ル
ナ
ッ
プ
が
「
外

的
問
い
」（external questions

）
と
呼
ん
だ
問
い
で
あ
る
。

（
2
）	

虚
構
主
義
は
、
ク
ワ
イ
ン
的
手
続
き
に
お
け
る
（
i
）
と
（
ii
）
か
ら
（
iii
）
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
理
論
に

お
け
る
Ｘ
へ
の
量
化
が
Ｘ
へ
の
存
在
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
意
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
文
字
通
り
Ｘ
が
存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
る

必
要
は
な
い
と
説
く
（R

osen 1990

）。
こ
れ
に
対
し
、
マ
イ
ノ
ン
グ
主
義
は
、
Ｘ
へ
の
量
化
と
Ｘ
へ
の
存
在
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
は
「
別
物
」
だ

と
考
え
、（
i
）
か
ら
（
ii
）
へ
の
ス
テ
ッ
プ
自
体
を
疑
問
視
す
る
（B

erto 2012

）。

（
3
）	

こ
の
立
場
は
、
極
度
に
倹
約
的
な
「
デ
フ
レ
主
義
的
存
在
論

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
な
い
し
「
消
去
主
義
」
を
含
意
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
し
ば
し
ば
存

在
論
的
デ
フ
レ
主
義
は
「
寛
容
な
存
在
論
」
と
結
び
つ
く
立
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
4
）	

改
訂
主
義
者
が
改
訂
主
義
者
の
言
語

0

0

0

0

0

0

0

0

（
た
と
え
ば
ニ
ヒ
リ
ス
ト
言
語
）
を
用
い
な
が
ら

0

0

0

0

0

0

、（
日
常
言
語
に
も
と
づ
く
）
常
識
存
在
論
の
主
張
は
誤
っ
て
い
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存在論的デフレ主義を再考する

る
と
説
く
の
は
筋
違
い
だ
と
す
る
議
論
は
十
分
に
理
解
で
き
る
。
し
か
し
多
元
主
義
の
立
場
に
立
て
ば
、
こ
こ
か
ら
端
的
に

0

0

0

「
常
識
存
在
論
は
正
し
い
」

と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
5
）	〈
Ｋ
〉
と
い
う
表
記
は
、
発
音
や
綴
り
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
意
味
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

個
別
化
さ
れ
た
種
名
辞
を
表
す
。
同
一
の
発
音
と
綴
り
を
も
つ
「football

」

の
意
味
は
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
と
ア
メ
リ
カ
英
語
と
で
は
異
な
る
と
い
っ
た
こ
と
を
等
閑
視
す
れ
ば
、
た
ん
に
「
Ｋ
」
と
表
記
し
て
も
よ
い
。

（
6
）	

た
だ
し
、
ク
ワ
イ
ン
と
カ
ル
ナ
ッ
プ
を
「
反
形
而
上
学
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
」（Schaffer 2009:  349

）
と
し
て
一
括
す
る
よ
う
な
議
論
に
対
し
て

は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
次
の
含
蓄
に
富
む
ク
ワ
イ
ン
の
言
葉
、
お
よ
び
「
ク
ワ
イ
ン
―
カ
ル
ナ
ッ
プ
論
争
」
の
哲
学
史
的
な
再
評

価
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

 

「
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
、
存
在
論
的
な
問
い
、
同
様
に
、
論
理
学
的
あ
る
い
は
数
学
的
な
原
理
に
つ
い
て
の
問
い
が
、
事
実
に
関
す
る
問
い
で
は
な
く
、
科
学

に
と
っ
て
便
利
な
（convenient

）
概
念
的
図
式
な
い
し
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
選
択
に
関
す
る
問
い
だ
と
主
張
し
た
。
私
は
、
同
じ
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る

科
学
的
仮
定
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
こ
れ
に
同
意
す
る
（Q

uine 1966:  211

）」。

（
7
）	

デ
ネ
ッ
ト
自
身
は
道
具
主
義
者
で
あ
り
、
命
題
的
態
度
の
存
在
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
反
論
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九

九
一
年
の
論
文
に
お
け
る
デ
ネ
ッ
ト
の
立
場
は
、
命
題
的
態
度
に
関
す
る
実
在
論
（
彼
は
そ
れ
を
「
準
実
在
論sem

irealism

」
と
呼
ぶ
）
の
側
に
傾
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（D

ennett 1991

）。

（
8
）	

こ
う
し
た
態
度
は
第
一
節
で
言
及
し
た
「
基
礎
づ
け
」
論
者
た
ち
の
態
度
と
共
通
点
を
も
つ
。
だ
が
、
彼
ら
は
存
在
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
基
準
お

よ
び
理
論
選
択
の
方
法
を
用
い
な
い
点
で
、
わ
れ
わ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
。

（
9
）	

中
山
康
雄
は
、
素
朴
心
理
学
を
「
理
論
」
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
「
ス
キ
ル
」
な
い
し
「
態
度
帰
属
の
ゲ
ー
ム
」
と
呼
ぶ
（
中
山2004:  48

）。

（
10
）	

こ
の
考
え
方
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
芸
術
存
在
論
に
つ
い
て
述
べ
た
「
実
践
的
制
約
」（pragm

atic constraint

）
に
近
い
（D

avies 2004:  C
h1 .

）。
デ
イ

ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
芸
術
作
品
の
存
在
論
的
地
位
に
関
す
る
主
張
は
、
わ
れ
わ
れ
の
芸
術
実
践
（
創
造
、
鑑
賞
な
ど
）
の
諸
特
徴
に
よ
っ
て
大
き
く
制

約
さ
れ
る
。
ま
た
、
芸
術
存
在
論
の
適
切
さ
は
、
そ
う
し
た
実
践
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
応
じ
て
測
ら
れ
る
。

（
11
）	「
モ
デ
ル
化
」
す
る
こ
と
と
、「
何
が
存
在
す
る
の
か
」
に
答
え
る
こ
と
（
真
面
目
な
存
在
論
的
探
求
）
と
は
異
な
る
と
い
う
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
反
論
は
的
を
射
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ま
さ
に
両
者
の
あ
い
だ
に
あ
る
（
と
想
定
さ
れ
る
）
明
確
な
境
界
線
を
疑
問
視

す
る
。
あ
る
タ
ス
ク
を
遂
行
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
際
に
、
世
界
（
の
一
部
）
を
モ
デ
ル
化
す
る
応
用
オ
ン
ト
ロ
ジ
ス
ト
た
ち
は
、
両
者
の
区
別
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に
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
言
う
「
実
践
デ
フ
レ
主
義
者
」
だ
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
12
）	 E

pstein 2015:40 . 

エ
プ
ス
テ
イ
ン
は
、
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
病
理
学
者
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
「
細
胞
説
」
に
お
け
る
存
在
論
の
誤
り
（「
解
剖
学
的
事
実

は
余
す
と
こ
ろ
な
く
細
胞
に
関
す
る
事
実
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」）
が
、
彼
の
科
学
的
説
明
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
と
い
う
事
実
に
言
及
し
、
そ
れ
と

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
、
個
人
主
義
的
な
存
在
論
の
誤
謬
（「
社
会
的
事
実
は
個
人
に
関
す
る
事
実
に
よ
っ
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
決
定
さ
れ
る
」）
が

欠
陥
の
あ
る
社
会
科
学
を
導
く
と
説
く
。

（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
）


